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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、著者自身が長きにわたって調査に携わってきた、アコリス遺跡の皮革工房址とそこから出土し
た大量の皮革関連資料の分析を中心に据え、製革から製品製作へと至る古代エジプト王朝時代の皮革技術全
般と皮革製品のあり方を総合的に考察した、たいへん意欲的で優れた論考である。中でも、「エジプト式工
房」「ローマ式工房」という概念を設定し、水槽群をもたない工房でも植物タンニン鞣し法による製革が可
能であることを示したこと、それが開始された年代についても従来の説を大きく遡る可能性があることを指
摘したこと、精緻な分析によって皮革製履物の時代的変遷を詳細に跡付けたことは、どれもオリジナリティ
に溢れた重要な学問的成果であり、学界への寄与はきわめて大きいと評価することができる。また、著者自
らが数度にわたって実施した、アフリカにおける皮革生産の民族考古学的調査は、その成果が本論文の随所
に生かされており、考古学的資料だけでは解釈に限界のある部分を補い、議論の説得性を大いに高めること
に成功している。 
課題を挙げるとするならば、第Ⅵ章で展開されている履物の社会的意味をめぐる議論についてである。特
定の履物だけでなく、履物全体が次第に清浄さを象徴する存在となっていったとの結論は、履物が墓に副葬
される事例が増加することが主な論拠とされており、これについては文字資料なども含め、今後より幅広い
視点からさらに検討していく必要があると思われる。 
こうした課題を残してはいるものの、発掘調査から出土した膨大な基礎資料を丹念に分析し、アフリカを
はじめとする現代の民族事例にも目を配りながら、古代の皮革技術について詳細に論じた本論文は労作であ
ることは間違いなく、古代エジプト王朝時代だけにとどまらず、今後の古代皮革研究に新たな地平を切り拓
くものとして高く評価することができる。 
 
２ 最終試験 
  平成３１年３月２０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（3）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員
全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
